
問
門
池
周
辺
地
区
へ
の
小
水
力
発
電
の

導
入
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
小
水
力
発
電
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
門
池
や
牧
堰
用
水
の
利

用
が
考
え
ら
れ
る
。
門
池
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
調
査
で
発
電
量
が
少
な
く
採
算
が
確

保
で
き
な
い
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
現

段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。
牧
堰
用
水
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
民
間
業
者
か
ら
事
業
提

案
を
受
け
て
い
る
が
、
関
係
法
令
に
対
す

る
手
続
や
維
持
管
理
に
関
す
る
安
全
性
の

検
討
、
地
元
関
係
者
の
合
意
等
が
必
要
で

あ
り
、
関
係
各
課
や
事
業
者
等
と
協
議
を

し
、
早
期
導
入
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
沼
津
イ
ン
タ
ー
線
ぐ
る
め
街
道
の
に

問
市
民
に
よ
り
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
借
り
た
本
の
履
歴
を
目
に
見

え
る
形
で
残
す
こ
と
で
読
書
へ
の
意
欲
を

高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
読
書
通
帳
を

導
入
す
る
考
え
は
。

答
教
育
次
長
／
読
書
通
帳
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
機
器

の
整
備
を
必
要
と
す
る
も
の
や
、
手
づ
く

り
の
通
帳
を
配
布
し
、
利
用
者
が
み
ず
か

ら
記
入
す
る
も
の
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
が
あ
る
。
読
書
通
帳
は
、
読
書
へ
の
動

機
づ
け
や
個
人
の
読
書
記
録
に
な
る
な
ど
、

読
書
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
上
で
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
読
書

通
帳
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
調
査
・
研

問
総
務
省
に
よ
る
新
地
方
公
会
計
制
度

改
革
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
施
策
は
。

答
財
務
部
長
／
本
市
で
は
、
総
務
省
か

ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
度
決

算
か
ら
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
に
基
づ

く
財
務
書
類
の
公
表
や
行
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
に
お
い
て
未
利
用
地
の
売
却
、
貸
し

付
け
等
を
行
い
、
資
産
の
有
効
活
用
を
行

っ
て
い
る
。

問
新
公
会
計
制
度
の
導
入
に
向
け
た
課

題
は
。

答
財
務
部
長
／
新
制
度
導
入
に
向
け
た

実
務
上
の
課
題
と
し
て
、
固
定
資
産
台
帳

の
整
備
と
複
式
簿
記
へ
の
円
滑
な
移
行
が

挙
げ
ら
れ
る
。
固
定
資
産
台
帳
は
、
貸
借

問
災
害
時
に
お
け
る
孤
立
集
落
に
対
す

る
取
り
組
み
は
。

答
危
機
管
理
監
／
災
害
時
に
お
け
る
本

市
の
孤
立
集
落
は
、
津
波
被
害
ま
た
は
土

砂
災
害
に
よ
り
道
路
の
通
行
が
不
能
と
な

り
、
静
浦
、
内
浦
、
西
浦
、
戸
田
地
区
の

孤
立
が
想
定
さ
れ
る
。
本
市
で
は
、
孤
立

集
落
と
災
害
対
策
本
部
の
直
接
通
信
が
可

能
な
地
域
防
災
無
線
を
整
備
し
て
お
り
、

ま
た
、
地
元
消
防
団
に
は
、
消
防
団
無
線

及
び
地
域
防
災
無
線
を
整
備
し
て
い
る
。

地
域
防
災
無
線
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
会
が
定
期
的
に
取
り
扱
い
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
会

に
お
け
る
孤
立
想
定
訓
練
や
集
落
住
民
が

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
策
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
ぐ
る
め
街
道
振
興
会
と
情

報
交
換
を
密
に
し
な
が
ら
検
討
し
、
観
光

客
や
周
辺
住
民
を
対
象
と
し
た
食
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
門
池
公
園
の
桜
等
の
地
域

資
源
を
生
か
し
た
観
光
情
報
の
発
信
な
ど

の
ぐ
る
め
街
道

振
興
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、

国
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
活
用
を

視
野
に
入
れ
な

が
ら
支
援
に
努

め
て
い
く
。

究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
沼
津
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
教
育
次
長
／
図
書
館
で
は
、
子
ど
も

の
読
書
週
間
記
念
講
演
会
、
読
み
聞
か
せ

講
座
等
の
実
施
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
子
供

用
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
行
い
、
子
育
て
支
援

課
で
は
、
七
カ
月
児
健
康
相
談
時
等
に
絵

本
の
配
布
や
読
み
聞
か
せ
を
行
う
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
等
の
親
子
絵
本
ふ
れ
あ
い
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
小
中
学
校
で
は
、
朝
読

書
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
司
書
教
諭
を

配
置
義
務
の
な
い
十
一
学
級
以
下
の
十
校
に

も
配
置
す
る
と
と
も
に
、
学
校
司
書
十
四

人
が
市
内
四
十
一
校
を
巡
回
し
て
い
る
。

対
照
表
を
よ
り
精
緻
な
も
の
に
し
、
正
確

な
財
務
情
報
を
得
る
た
め
に
必
要
と
な
る

が
、
総
務
省
の
作
業
部
会
の
議
論
の
中
で

も
、
現
行
の
公
有
財
産
台
帳
等
は
、
現
在

価
値
が
明
確
で
な
い
上
、
全
て
の
資
産
を

網
羅
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

指
摘
が
さ
れ
、
引
き
続
き
、
正
確
な
資
産

把
握
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
複
式
簿
記
の
導
入
に

は
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
職
員

の
理
解
、
習
得
な
ど
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
既
に
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
事
例
な
ど
の
情
報
収
集
や
、
国
等
の

動
き
を
注
視
し
つ
つ
、
適
切
に
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

一
週
間
程
度
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
非

常
食
、
毛
布
や
テ
ン
ト
等
を
備
蓄
し
た
孤

立
用
防
災
倉
庫
を
設
置
し
て
お
り
、
定
期

的
な
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問
災
害
時
に
お
け
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

運
用
は
。

答
危
機
管
理
監
／
災
害
時
の
孤
立
集
落

に
対
す
る
災
害
救
援
活
動
等
に
お
い
て
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
用
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
静
浦
以
南
の
地
区
に
は
、
拠
点

と
な
る
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
災
害
時
に
は
、
自
衛
隊
、
警
察
、

消
防
、
医
療
機
関
な
ど
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
連
携
し
、
運
用
を
図
っ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

渡
邉

　博
夫

長
田

　吉
信

片
岡
　章
一

頼
重
　秀
一

本市東部の地域振興に対する考えは

読書通帳を導入した　　
市民の読書活動の推進は

新公会計制度に向けた本市の対応は

災害時における孤立集落対策は

市
東
部
の
地
域
振
興

新
公
会
計
制
度
対
応

読
書
活
動
の
推
進

孤
立
集
落
対
策
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問
こ
と
ば
の
教
室
は
、
こ
れ
ま
で
発
音

や
発
声
が
う
ま
く
で
き
な
い
子
供
た
ち
に

対
し
て
、
幼
児
部
及
び
学
齢
部
を
併
設
し
、

第
二
小
学
校
で
指
導
を
行
っ
て
き
た
が
、

平
成
二
十
五
年
三
月
末
に
言
語
聴
覚
士
が

退
職
し
て
か
ら
は
十
分
な
指
導
が
行
わ
れ

て
い
な
い
状
況
が
あ
る
と
考
え
る
。
現
在

の
状
況
に
対
す
る
認
識
は
。

答
教
育
長
／
こ
と
ば
の
教
室
に
は
、
幼

児
部
担
当
及
び
学
齢
部
担
当
が
配
置
さ
れ
、

段
階
的
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
第
二

小
へ
の
通
級
困
難
者
に
対
し
て
は
愛
鷹
小

で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
実
施
し
、
ま
た

幼
児
部
及
び
学
齢
部
担
当
者
で
情
報
を
共

有
す
る
な
ど
、
言
語
指
導
の
体
制
は
整
え

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お

い
て
は
、
保
育
行
政
を
制
度
の
中
心
に
据
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
①
実
施
主

体
と
し
て
の
本
市
の
保
育
行
政
施
策
に
対

す
る
認
識
は
。
②
新
制
度
の
実
施
に
お
け

る
本
市
の
公
的
責
任
に
対
す
る
認
識
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
子
育
て
支
援
策
の

中
心
に
据
え
る
べ
き
保
育
行
政
施
策
に
つ

い
て
は
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
子
供
を

保
育
所
等
に
お
い
て
保
育
す
る
こ
と
が
最

も
基
本
的
な
施
策
で
あ
り
、
地
域
子
育
て

支
援
事
業
に
お
け
る
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
な
ど
、
保
護
者
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
保
育
の
量
的
拡
充
及
び
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

問
救
命
率
向
上
の
た
め
に
は
、
応
急
手

当
て
の
知
識
と
技
術
を
多
く
の
人
が
身
に

つ
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
本
市

に
お
け
る
救
命
講
習
会
の
受
講
者
数
の
動

向
及
び
応
急
手
当
て
の
普
及
啓
発
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

答
消
防
長
／
本
市
の
救
命
講
習
会
に
お

け
る
受
講
者
数
の
達
成
目
標
は
、
国
の
示

す
指
針
に
合
わ
せ
、
成
人
人
口
の
二
〇
％

と
し
て
お
り
、
受
講
者
数
の
達
成
目
標
は

十
年
ご
と
に
見
直
し
を
か
け
、
現
在
の
目

標
値
は
、
平
成
十
七
年
度
に
再
設
定
し
た

三
万
四
千
人
で
、
一
年
当
た
り
で
計
算
す

る
と
三
千
四
百
人
と
な
る
。
過
去
五
年
間

に
お
け
る
本
市
の
救
命
講
習
会
の
受
講
者

ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
言
語
聴
覚
士
が
い
な
い
状
況
と
あ
わ

せ
、
幼
児
部
と
学
齢
部
を
分
離
す
る
と
い

う
話
も
あ
り
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
保
護

者
も
い
る
。
こ
と
ば
の
教
室
を
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
今
後
は
教
育
委
員

会
や
第
二
小
と
協
議
し
、
よ
り
よ
い
連
携

方
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
会

と
も
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
な
ど
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
最
善
な
策
と
な
る
よ
う
な

検
討
及
び
検
証
を
行
い
、
保
護
者
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
の
最
良
か
つ
柔
軟
な
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

え
て
い
る
。
市
が
実
施
主
体
と
し
て
、
計

画
的
な
事
業
実
施
体
制
の
確
保
、
基
盤
整

備
の
責
務
を
果
た
し
、
子
育
て
環
境
の
質

の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
②
新
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

保
護
者
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
身
近
な
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
環
境
の
向

上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
保

護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第
一
義
的
な

責
任
を
有
す
る
と
い
う
基
本
的
認
識
を
前

提
と
し
つ
つ
、
子
供
の
最
善
の
利
益
を
実

現
す
る
観
点
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
公
的
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

数
は
三
万
八
千
六
百
七
十
五
人
、
年
間
平

均
は
七
千
七
百
三
十
五
人
で
、
目
標
値
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
応

急
手
当
て
の
普
及
啓
発
活
動
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
本
市
が
主
催
す
る
一
般
公

募
に
よ
る
救
命
講
習
会
と
、
事
業
所
や
自

主
防
災
会
を
初
め
と
す
る
各
種
団
体
か
ら

の
依
頼
に
対
応
し
た
救
命
講
習
会
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
救
急
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
広
く
応
急
手
当

て
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
的
に
応
急
手
当

て
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
広
報
ぬ
ま

づ
な
ど
で
広
く
市
民
に
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

髙
橋

　達
也

山
崎

　勝
子

加
藤
　明
子

ことばの教室の充実に向けた
今後の取り組みは

子ども・子育て支援新制度における
保育の公的責任は

救命率向上のための応急手当ての
普及啓発に向けた取り組みは

こ
と
ば
の
教
室

応
急
手
当
て
普
及
啓
発

保
育
の
公
的
責
任

第13回（6月）定例会から
第16回（2月）定例会の開会・閉会予定

定例会 開会予定日 閉会予定日

平成26年
第13回(６月)
定例会

６月９日（月） ６月30日（月）

第14回(９月)
定例会 ９月12日（金） 10月15日（水）

第15回(11月)
定例会 11月25日（火） 12月16日（火）

平成27年
第16回(2月)
定例会

２月13日（金） ３月19日（木）

　この定例会開会・閉会予定は、都合により変更
する場合がありますので、御了承ください。
　各定例会の詳細な日程は、招集告示日（定例会
開会 1週間前ごろ）に開かれる議会運営委員会で
協議されます。
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